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物流サービスを軸に、地域・社会貢献活動で

地元と連携し、持続可能な社会づくりを目指します

東群運送株式会社

代　表　者： 齋藤佳代子
設立年月日： 1950 年 4 月 1 日
資　本　金： 1,500 万円
従 業 員 数： 48 人

住  所： 桐生市琴平町 2-6
T E L： 0277-45-0195 
Ma i l： t.odagiri@togun-trs.co.jp
U R L： https://togun.biz

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　１９３３年、桐生で創業して以来「お客様に感動していただ
ける物流サービスで両毛地域と世界を結ぶ懸け橋となり広
く社会に貢献する」ことを使命と考え、集配業務、貸切便、
ルート配送、保管、倉庫業、３PL（ロジスティクス業務）な
ど、お客様の様々なご要望に対応できるトータル物流を目指
してきました。繊維製品からスタートし、一般雑貨、医薬品、
サプリメント、医療機器、電子部品、精密機器などの取扱
いを得意としています。

　創業より「和」を大切にしてきた当社は、2005 年グリー
ン経営認証取得以来、エコ活動を日常業務や社内行事の
中で実践してきました。「社内、お客様、地域社会、地球、
家族」との良好な関係を大切にする中で、地域貢献活動、
社会貢献活動が始
まり、 社会福祉法
人 や NPO 法 人と
の協力関係を構築
できました。

　2005 年のグリーン経営認証取得を機に、エコドライブ、
車両点検を確実に行うために、安全教育を定期的に実施し、
リサイクル、リユースを実践する中で、環境保全活動に取り
組んできました。
具体的には
・LED への切り替え
・事務所の窓に防熱ネットの装着
・エアコンの清掃
・事務所入り口の自動ドアを油圧式に変更
・地中熱エアコンを設置
・地中熱エアコンで使用した地下水を洗車場で活用
・ 事務所使用のための太陽光発電の設置
　などにより、電気使用量、水道使用量が大きく削減でき
ました。
　桐生市主催のボランティア活動「きれいにしようよ桐生」
では、毎月の社内研修時に全員でごみ拾いをしています。「ぐ
んぐん祭り」や「桐生買物紗綾市」など地元のイベントに参加、
コロナ禍での地元飲食店有志で実施したケイタリング事業
への協力などを通じて地域との繋がりが深まっています。
　2014 年には NPO 法人あめんぼ所属のアーティストりん
たろうさんの絵をサブロゴとして採用、2021 年には県トラッ
ク協会の支援でりんたろうさんの７歳の時の作品を側面に印

　情報と経験、物流のネットワークを使い、お客様
の悩みごとを解決します。 社内ではデジタル化を
進め、作業効率を上げて社員の負荷を減らし、労
働生産性の向上を進めます。また BCP を毎年見直
し、地元との連携や社会貢献活動を通して、持続
可能な社会づくりに貢献します。

　小ロットからの保管、加工、梱包、発送（全国
対応可）作業で地元企業に貢献するとともに、新
規立ち上げ企業に物流の提案をし、困りごとを解
決します。また業務の DX 化を進め、作業効率を
上げて健康企業となり、社員の幸福度アップに繋
げます。さらに、オーガニックコットン栽培の普及
を通して、エコ活動、社会貢献活動も続けます。

刷したデザイントラックが完成しました。「出会ったら幸せな
気持ちになるトラック」は、安全運転や交通事故の減少に繋
がると確信しています。また、障害者アートの魅力を多くの
方に知っていただく機会になればとの思いがあります。
　さらに８年前から「繊維原料の国内自給率アップ活動」に
も参加し、会社の敷地内でオーガニックコットンの栽培を続
けています。

エコドライブ、車両整備、安全教育、環境保全活動への積極参加
リサイクル、リユース活動、地域と連携などを計画的に実践します

経営理念、経営方針と 
一致する SDGｓの取組

新規立ち上げ企業の物流を 
積極的にバックアップする

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像
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